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米
国
で
は
「
２
０
１
４
年
産
業
用
ヘ

ン
プ
農
業
法
」
が
大
学
等
研
究
機
関
と

農
業
者
に
よ
る
生
産
計
画
に
基
づ
く
産

業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
を
一
部
解
禁
し
、

さ
ら
に
「
２
０
１
８
年
農
業
法
（Farm

 
Bill 2018

）」
に
よ
っ
て
約
80
年
ぶ
り
に

全
米
で
ヘ
ン
プ
栽
培
が
全
面
的
な
解
禁

と
な
っ
た
（
本
誌
20
年
2
月
号
参
照
）。

医
療
用
大
麻
が
36
州
で
、
嗜
好
用
大
麻

が
16
州
で
そ
れ
ぞ
れ
合
法
化
さ
れ
た

が
、
連
邦
法
に
よ
る
合
法
化
を
実
現
し

た
の
は
産
業
用
ヘ
ン
プ
だ
け
だ
。

農
業
法
に
基
づ
く
詳
細
な
規
則
は
19

年
10
月
に
暫
定
的
に
公
開
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
利
害
関
係
者
へ
の
複
数
回
に

わ
た
る
公
聴
会
や
約
５
９
０
０
件
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
指
摘
を
踏
ま
え

て
、
21
年
3
月
に
「
最
終
規
則
」
が
発

効
し
た
。
重
要
な
点
を
日
本
の
大
麻
取

締
法
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
す
る
。

許
容
可
能
な
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度

18
年
農
業
法
で
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ

ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）
濃
度
が
０
・

３
％
の
品
種
を
ヘ
ン
プ
と
定
め
て
い
る
。

最
終
規
則
で
特
徴
的
な
の
は
、
測
定
の

不
確
か
さ
を
加
味
し
た
「
許
容
可
能
な

ヘ
ン
プ
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
」
を
定
義
づ
け

た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃

度
が
ば
ら
つ
き
を
含
む「
０・35
％
±
０・

06
％
」
と
い
う
測
定
値
で
あ
れ
ば
、
下

限
値
0
・
29
％
か
ら
上
限
値
０
・
41
％

ま
で
と
幅
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
下
限

値
０
・
29
％
が
基
準
値
０
・
３
％
を
超

え
て
い
な
い
の
で
、「
許
容
可
能
」
と
解

釈
す
る
と
示
し
た
の
だ
。

ま
た
、
同
法
律
で
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
を

「
デ
ル
タ
９

−

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
」
と
表
記
し

て
い
る
。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、「
総

Ｔ
Ｈ
Ｃ
量
＝
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド

ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
酸
）×
０
・
８
７
７

＋
Ｔ
Ｈ
Ｃ
」
と
い
う
換
算
式
を
使
う
こ

と
に
な
っ
た
。
ヘ
ン
プ
の
植
物
体
内
で

Ｔ
Ｈ
Ｃ
は
、
主
に
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
の
状
態
で

存
在
し
て
い
る
が
、
脱
炭
酸
を
考
慮
し

た
「
総
Ｔ
Ｈ
Ｃ
量
」
を
指
標
と
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

ち
な
み
に
日
本
の
大
麻
取
締
法
で

は
、
22
年
時
点
で
Ｔ
Ｈ
Ｃ
に
基
づ
く
分

類
が
そ
も
そ
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

ヘ
ン
プ
の
管
轄
は
農
務
省

ヘ
ン
プ
は
18
年
農
業
法
で
、
小
麦
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
同
じ
農
産
物
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
所
轄
官
庁
を
麻
薬
取
締
局

（
Ｄ
Ｅ
Ａ
）
か
ら
農
務
省
（
Ｕ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）

の
農
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
局

（
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
に
移
管
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
は
ヘ

ン
プ
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

法
的
な
関
連
情
報
を
一
元
化
し
た
。
Ｔ

Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・
３
％
を
超
え
た
も
の

は
「
マ
リ
フ
ァ
ナ
」
と
し
て
、
従
来
ど

お
り
規
制
物
質
法
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
に
基
づ

い
て
麻
薬
取
締
局
が
管
轄
す
る
。

ヘ
ン
プ
の
生
産
計
画
は
、
州
が
立
て
、

農
務
省
の
承
認
を
得
て
行
な
わ
れ
る
。

そ
の
生
産
計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
要
件

も
最
終
規
則
で
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
終
規
則
は
日
本
の
大
麻
栽

培
者
の
要
件
を
記
載
し
て
い
る
大
麻
取

締
法
施
行
規
則
（
昭
和
23
年
厚
生
・
農

林
省
令
第
一
号
）
に
相
当
す
る
。
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
規
則
は

厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省
の
共
同
管

轄
と
な
っ
て
い
る
。
日
米
の
法
整
備
の

違
い
を
表
１
に
ま
と
め
た
。

Ｔ
Ｈ
Ｃ
検
査
と
管
理
体
制

最
終
規
則
で
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
検
査

（
以
下
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
検
査
）
や
管
理
体
制
が

細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
主
な
項
目

に
、
①
生
産
者
は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
代

行
者
に
よ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
検
査
の
た
め
の
サ

ン
プ
ル
採
取
後
、
30
日
以
内
に
収
穫
す

る
こ
と
、
②
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
頂
部
か

ら
５
～
８
イ
ン
チ
（
12
・７
～
20
・
32
㎝
）

で
切
断
す
る
こ
と
、
③
サ
ン
プ
ル
採
取

数
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
う
こ
と
：
同

じ
品
種
で
あ
れ
ば
、
１
サ
ン
プ
ル
／
１

エ
ー
カ
ー
（
０
・
４
ha
）、
10
サ
ン
プ
ル

／
10
エ
ー
カ
ー
（
４
ha
）、
76
サ
ン
プ
ル

／
１
０
０
エ
ー
カ
ー
（
40​

ha
）
に
つ
き

76
サ
ン
プ
ル
な
ど
が
あ
る
。

米国（5）
ヘンプ解禁後に5900件もの意見を
反映して発効した「最終規則」
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Ｔ
Ｈ
Ｃ
検
査
を
全
米
67
カ
所
の
麻
薬

取
締
局
に
登
録
さ
れ
た
検
査
機
関
で
行

な
う
理
由
は
、
基
準
値
０
・
３
％
を
大

幅
に
超
え
た
サ
ン
プ
ル
は
、
ヘ
ン
プ
で

は
な
く
マ
リ
フ
ァ
ナ
と
し
て
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
だ
。
費
用
（
農
業

事
業
体
ご
と
の
平
均
値
）
は
、
サ
ン
プ

リ
ン
グ
＋
検
査
料
に
５
６
５
ド
ル
（
６

万
２
１
５
０
円
）、
免
許
料
な
ど
の
管
理

費
に
８
０
０
ド
ル
（
約
８
万
８
０
０
０

円
）
な
ど
約
15
万
円
か
か
る
。

当
初
公
開
さ
れ
た
規
則
か
ら
大
き
く

変
わ
っ
た
の
は
、「
違
反
と
な
る
の
は
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
１
・
０
％
を
超
え
た
も

の
」
と
し
た
点
だ
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
０
・

３
～
１
・
０
％
で
も
、
自
主
的
に
出
荷

を
取
り
や
め
て
畑
に
鋤
き
込
ん
だ
り
堆

肥
化
し
た
り
処
分
す
れ
ば
、
過
失
に
な

ら
な
い
。
ま
た
再
度
検
査
で
基
準
値
以

内
に
収
ま
れ
ば
、
花
葉
を
除
い
た
種
子

や
茎
は
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
検
査
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入

し
て
い
る
日
本
企
業
が
あ
る
。
17
年
か

ら
㈱
島
津
製
作
所
の
米
国
子
会
社
が
Ｔ

Ｈ
Ｃ
な
ど
の
麻
に
含
ま
れ
る
機
能
的
成

分
で
あ
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
11
種
類
の

濃
度
を
わ
ず
か
10
分
で
検
出
す
る
装
置

の
検
査
機
関
へ
の
販
売
を
手
が
け
て
い

る
（
図
１
）。
同
社
は
専
門
家
や
企
業

等
の
関
係
者
を
集
め
た
３
０
０
０
人
規

模
の
「
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
科
学
会
議
」

の
主
要
ス
ポ
ン
サ
ー
を
も
担
う
。
ヘ
ン

プ
専
用
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
だ
け
で
な
く
テ
ル
ペ
ン
類
、

残
留
農
薬
、
残
留
溶
媒
、
重
金
属
、
微

生
物
・
細
菌
、
水
分
な
ど
も
分
析
で
き

る
各
装
置
に
力
を
注
い
で
い
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
用
途
な
ら
高
収
益

ヘ
ン
プ
の
作
付
面
積
は
2
万
１
６
６

０
ha
（
21
年
）
に
及
ぶ
が
、
欧
州
や
カ

ナ
ダ
の
よ
う
に
全
米
で
共
通
の
認
証
種

子
制
度
は
な
い
。
一
部
の
州
で
は
品
種

基
準
を
満
た
し
た
認
証
種
子
を
リ
ス
ト

化
し
、
推
奨
し
て
い
る
。
栽
培
し
た
い

農
家
は
、
各
州
農
務
省
か
ら
生
産
者
免

許
を
取
得
し
た
後
、
推
奨
品
種
を
国
内

の
種
子
会
社
か
ら
入
手
す
る
ほ
か
、
他

の
農
産
物
と
同
じ
手
続
き
に
則
っ
て
海

外
か
ら
播
種
用
種
子
を
入
手
す
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
益
は
、
17
～
19

年
の
全
米
平
均
で
約
17
万
円
／
ha
で
、

ヘ
ン
プ
栽
培
で
も
繊
維
用
・
種
子
用
の

収
益
は
そ
れ
と
同
程
度
だ
っ
た（
表
２
）。

そ
の
一
方
で
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
向
け
は
収
益

性
が
高
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
代
替
作

物
と
し
て
作
付
け
が
広
が
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
21
年
１
～
６
月
に
厚
生
労

働
省
が
「
大
麻
等
の
薬
物
対
策
の
あ
り

方
検
討
会
」
を
開
き
、
麻
の
部
位
別
規

制
（
種
子
や
茎
は
合
法
・
花
と
葉
は
違

法
）
か
ら
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
よ
る
成
分
規

制
に
転
換
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
引

き
続
き
22
年
４
月
か
ら
同
省
審
議
会
は

大
麻
規
制
検
討
小
委
員
会
を
設
置
し
、

大
麻
取
締
法
の
改
正
に
向
け
た
具
体
的

な
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
自
民
党
所

属
の
国
会
議
員
ら
が
勉
強
会
を
発
足
す

る
な
ど
、
ヘ
ン
プ
の
規
制
緩
和
に
向
け

た
動
き
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
た
。
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図１：�11種類のカンナビノイドに�
対応した分析装置�
（高速液体クロマトグラフ）

出典：
島津製作所
米国子会社
ホームページ

注：�1ドル＝110円換算�
カンナビノイド＝ヘンプバイオマス中のCBD含有量：6％

米国 日本

法律 2018年農業法 大麻取締法
（1948年制定）

所管省庁 連邦農務省・州農務省 厚生労働省・都道府県
ヘンプの定義 THC濃度0.3％以下 THC濃度の基準なし

免許の種類

連邦：サンプリング代
行者、検査機関（麻薬
取締局所管）
各州：生産者、加工者、
取扱者など

栽培者、研究者
（都道府県知事が交付）

免許要件 犯罪歴の確認 栽培目的、麻薬中毒者
でないこと

免許取得手数料 州ごとに
100 ～ 1,200ドル以上 １万円未満

申請書類 州ごとに規定あり 都道府県ごと
品種指定 （一部の州で規定あり）栃木県のみ
THC検査 農場検査方式 原種管理方式（栃木県）
物流・保管 規定あり 規定なし
輸出入

（HSコード、
播種用種子）

規定あり 規定なし

罰則規定 規定あり（処分・修復）規定あり（処分のみ）

製品基準 規定あり（抽出物は
ヘンプの定義と同じ） 規定なし

研究開発支援 連邦・各州ともにあり なし
統計情報 連邦・各州ともにあり あり
農業技術情報 連邦・各州ともにあり なし
作物保険 対応可能になった 農業共済の対象外

用途 カンナビノイド 繊維（茎） 種子
価格（円／㎏） 945 22 128
収量（㎏／ ha） 1,682 8,971 1,346
作付比率 80％ 3％ 17％
収益（千円／ ha） 1,589 196 173

表１：日米のヘンプに関わる法整備の違い

表２：ヘンプ栽培の収益性の用途別比較�
　　　（2019年、20年の実績を踏まえた推計）


